
実施日　　　　　　　平成３０年　９月　１２日（水）　　１４：３０～１６：３０

会議実施会場　　　　介護老人保健施設　エスポワール和泉

参加人数　　　　　　　４施設　　　５名　　参加　　委任状６施設

エスポワール和泉、ナーシングピア横浜

恵の杜、ハートフル瀬谷

議事項目　　　　”介護報酬改定に伴う各施設の取り組み・・・その後の状況”

内容

　褥瘡支援・排せつ支援加算については施設毎によって取り組みに違いがあり

NSが主に行っている施設、現場の負担が大きく割に合わないため行わない

といった施設あり。また、パットの見直しを行い、排泄回数自体を見直している

といった施設もあり。実際に現在取り組んでいる施設では入所２週間で算定

出来るか判定した上で計画書作成しているとのことだが、加算関係書類が

増えているのが現状であるとのことであった。

　施設毎の状況についても意見交換行い、今回参加した施設の中には稼働

率が悪く、入所前後の自宅訪問を積極的に行い、先の方向性の材料とし、SS

を数多く受け入れているという施設もあった。また、一時期70％台まで稼働率

が落ち込んでいた施設もあった。入所受け入れに際して、事前情報と異なる

ことが多い、実調等で実際に見てもその際に限って穏やかであったりと不明

なことがあるといった意見もあった。入所判定会については都度行うという

施設が参加施設では多く聞かれた。新規入所者に関しては、断る事が難しく、

人を選べない状況という意見も聞かれた。

　在宅復帰については施設毎にそれぞれであり、回転率が悪く積極的な在宅

復帰はしていないという施設もあった。

　今回参加した施設の中での悩みとして、入所者の介助量・重症度が増加し、

入院や体調不良のリスクが高まり、それによる救急搬送が増加しているため、

稼働率の低下に繋がってしまっているといった意見や入所後は現場まかせ

であるといった意見も聞かれた。

　また、人材確保についても意見交換が行われ、不足していると答えた施設、

派遣に支えられている施設、派遣は切ったという施設とそれぞれ違う状況で

あった。

介護部会 横浜西ブロック会議 報告書



次回、１２月１２日（水）を予定。

会場：介護老人保健施設　恵の杜。

議事項目：「他の施設に聞いて見たい事」

その他

　横浜西ブロック合同会議を年１回執り行ってはどうか。

　⇒来年度、会場がおさえられれば１度開催してみる方向で調整する。

以上
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